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1. 背景 

近年、気候変動の影響により、全国各

地で豪雨による水災害が激甚化してい

る。2020年(令和 2年)、社会資本整備審

議会は今後の水災害対策として、社会全

体で防災・減災対策に取り組む「流域治

水」を推進することとした。流域治水と

は、河川区域のみならず氾濫域も含めた

流域全体が協同し、①氾濫をできるだけ

防ぐ・減らす対策、②被害対象を減少さ

せるための対策、③被害の軽減、早期復

旧・復興のための対策、までを多層的に

取り組むことである。現在、圃場施設を

利用した流域治水対策には田んぼダムが

広く普及しているが、事前排水、貯留開

始、降雨後排水を流域全体で適切なタイ

ミングで実施することは現状難しい。農

地の持つ貯水容量に関する研究では，水

田の持つ治水機能は注目されている傾向

にある。しかし、洪水導水を検討した事

例は未だない。 
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そこで本研究では、背水現象を用いた

水田地帯への洪水導水を流域治水の新た

なメニューとして提案するため、背水に

よる内水氾濫が起こると予想される地域

での水田の水位観測実験を行った。 

2. 方法 

本研究では富山県富山市の水田を対象

地区とした。調査地点は 4 か所で、それ

ぞれ富川(以降 A エリア)、下吉川(以降 B

エリア)、下井沢（2 か所）(以降 C,D エ

リア)の付近の水田を所有者の許可のも

と調査した(図 1)。1つの圃場につき排水

側に一か所(赤丸)、用水側に 1 か所(白

丸)(下吉川のみ 1圃場に 4か所)、全部で

22 か所設置した。４つの地点の中で C,D

エリアは特に下井沢と大河川である井田

川の合流地点の近くに排水路が位置して

いるため、大雨が降った際、背水現象に

よる内水氾濫が起こる可能性が高い地域

である。水位計測には HOBO U20－001－

04 ウォーターレベルロガーを採用した。
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本研究では絶対圧力(kpa)と温度(℃)を

10 分毎に計測した。それぞれの地点に設

置した POTEKA（超高密度気象観測・情報

提供サービス）で気圧(hPa)、降水量(㎜

/10min)を観測した。基準点標高は RTK-

GPS 測位によって固定物の海抜標高を測

位し、水面までの距離のデータと合わせ

て田面水位の海抜高度を算出した。 

2022年 5月 14日に計測を開始し、2024

年 3 月 8 日まで連続観測を行った。設置

の際は HOBO U20 ウォーターレベルロガ

ーと 2 か所穴の開けた塩ビ管を結束バン

ドで固定し、それを目印となるプラスチ

ックの支柱に括り付けたのち、畦付近の

水田底面にセンサ部を埋めた。 

3. 結果・考察 

図２は 2023年 7月 12日の富川エリア

の田面水位(ｍ)と 10 分間降水量(㎜

/10min)である。凡例は数字が小さいほ

ど下流側の水位計であることを示す。1-

Outlet、1-Inletのみ水動態が異なる。

これは排水路の水が背水現象を起こし水

田に流入したと考えられる。実際水田の

管理者の証言や観測機の映像データから

内水氾濫が起きた確認は取れている。ま

た、数値計算により水位変化を予測した

下流側圃場(Aエリア 1の圃場)の水位

(ｍ)(図 3)を見ると実際の波形と大きく

異なっているため、実際には排水路から

の流入が起こったと読み取れる。 

また、2-Outletより上流は波形が崩れて

いないことから 1の水田ブロックのみで

氾濫がおきたといえる。これは、下流観

測点と中流観測点の間に盛土した農道が

あり、水位が農道をこえなかったためと

考えられる。今後としては、排水水位の

数値モデルと水田水位の数値モデルを組

み合わせ、洪水導水を再現し、治水効果

を検証するとともに、このメソッドを実

現するため、営農者への提案方法(例え

ば、浸水被害の少ない水稲を植えてもら

うこと)を模索する必要がある。

 

図 1 調査地点(A～D)と水位計設置個所

図 2 Ａ地点の水田水位(ｍ)と 

10分間降水量(㎜/10min) 

 
図 3 数値計算により水位変化を予測した

Aエリア下流側圃場(1の圃場)の水位

(ｍ) 
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